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日管きんき 日管きんき

　準備委員会は太田ブロッ

ク長と、ブロック執行部準

備室長として推薦を受けた

松尾充泰大阪府支部副支部

長を軸に、近畿ブロック副

ブロック長の影山真由美大

阪府支部長、安田栄慈京都

府支部長らで構成。会員満

足度の引き上げや運営の効

率化、それらによる会員拡

大などに向けてどう再編す

るかなど、「できるところ

から」検討していく方針が

示されました。

　首都圏や地方圏と比べて

ブロックと支部の役割分担

が比較的明確ですが、それ

でも会員数などで支部間の

格差があることを踏まえ

て、大阪府支部と京都府支

部を中心にブロック全体を

運営することを前提に、大

阪府支部が兵庫県・和歌山

県両支部を、京都府支部が

滋賀県・奈良県両支部をけ

ん引する形に再編。新たに

専任のスタッフを付けるブ

ロック事務局を設置し賃貸

不動産経営管理士や賃貸住

宅メンテナンス主任者とい

った資格制度の運営に当た

るようにするなどが大枠に

なる見込みです。

　日本賃貸住宅管理協会近畿ブロックは３月３日に行ったオンライン幹事会で、会員

数・規模が大きい大阪府・京都府の２支部を軸にブロック全体の再編に向けた準備委

員会を発足させることなどを決めました。日管協のブロック・支部の役割を明確化す

るために本部の中期運営方針特別委員会（委員長、太田卓利近畿ブロック長）が24年

度事業として策定した組織改革案に基づき、26年度事業として実施・検討していきます。

　高市早苗政権は３月27日に新たな

「住生活基本計画（全国計画）」を閣

議決定しました。２０５０年を見据え

た住宅政策の方向性を示す指針で、人

口減少や世帯構成の変化を背景に、従

来の新築中心から既存住宅（ストッ

ク）活用へと政策軸を明確に転換しま

した。

　「ストック価値の最大化」「人生１０

０年時代の住生活基盤の再構築」を基

本理念に掲げ、住宅市場の構造変化へ

の対応を打ち出しています。26年度か

ら35年度までの10年間が対象。

　大きく「ヒト」「モノ」「プレイヤー」

の３視点で論点を整理、打つべき施策

方針を示しています。「ヒト」では、

高齢者や子育て世帯、住宅確保要配慮

者への支援を強化し、公営住宅と民間

賃貸を組み合わせたセーフティネット

の充実を図ることが改めて打ち出され

ました。

　「モノ」では、既存住宅の性能向上

や適正評価、流通促進を重視し、空き

家対策も発生予防から活用まで一体的

に推進。災害リスクを踏まえた立地誘

導やエリア単位での持続可能なまちづ

くりも重視する一方、担い手となる「プ

レイヤー」不足への対応として人材育

成やＤＸ推進を加速、産業基盤の強化

を図るとしています。

　住宅不動産税制や補助事業などもス

トック活用重視に移行しています。住

宅ローン減税の延長・見直しでは既存

住宅や買取再販への支援を拡充し、リ

フォーム減税も継続。「住宅省エネキ

ャンペーン２０２６」で既存住宅の省

エネ改修支援を強化し、性能向上と流

通活性化を資金面から後押しします。

　新計画の実施によって住宅不動産市

場の構造転換が進展。それにあわせて

既存住宅活用や地域単位でのストック

マネジメントなど新たな事業機会への

対応力が求められます。ストックビジ

ネスを事業領域の中心軸とする賃貸管

理業にとって新計画は追い風になるは

ずです。日管協が新計画を先導し推進

主体としての役割を果たすことができ

れば、存在感を一気に高める機会とな

ります。日管協躍進の10年になりそう

です。

●組織の再編へ動き出す●人材の確保は至上命題に●今年もフレッシュな新入社員が…

近畿ブロック「できるところから」検討

運営体制再編へ、準備委

事業承継しつつ効率化

　太田ブロック長は近畿ブ

ロックの運営について「次

のステージに進めるべく意

見や要望もうかがってき

た」としたうえで、「更な

る会員拡大を目指し、支部

間格差や支部長・事務局の

負担等々の課題を解決しよ

り良い方向を目指す。特に

近畿ブロックは各支部が独

立して様々な事業をしっか

りやっており、それは承継

しつつ、（ブロック全体の）

やり方を工夫し効率化を図

ることができるところは変

えていく。趣旨をご理解い

ただきご協力を」と呼び掛

けました。

ストック重視｢住生活基本計画｣は追い風

日管協の存在感を一気に拡充する10年に

社宅サミット

７月に京都で

　日管協の社宅代行サービ

ス事業者協議会（栗山直能

会長）は７月２日、ＪＲ京

都駅中央口のホテルグラン

ヴィア京都で「社宅サミッ

ト２０２６ｉｎ京都」を開

催します。

　社宅代行サービス事業者

と賃貸住宅管理業者との連

携強化を図るための情報交

換会で、過去10年間で参加

者は延べ４８００名にのぼ

っています。

６月９日に

「本部総会」

　日管協は６月９日、東京

都港区元赤坂２の明治記念

館で26年度会員総会と懇親

交流会を開催します。総会

は午後２時から。会費は無

料。日管協会員１社につき

１名までです。

　国土交通行政の動向報告

が第１部で行われたあと総

会に移り新年度事業や予算

などを決議。本部委員会な

どの活動報告と功労者表彰

に続き、キャスターでジャ

ーナリストの安藤優子氏を

招き、「報道現場から読み

解く社会変化の兆し〜伝え

る立場から考えるこれから

の暮らし」のテーマで記念

講演が行われます。（写真

は30周年記念式典も同時に

行った昨年の総会）
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年
間
で
、
最
も
、
一
番
気
持
ち
の

い
い
季
節
。
そ
の
５
月
～
６
月
に
か

け
て
日
管
協
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
の
各
支

部
が
総
会
を
開
催
。
本
部
の
総
会
を

頂
点
に
全
国
で
新
年
度
へ
向
け
た
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
。

　
こ
の
と
こ
ろ
穏
や
か
に
推
移
し
て
き
た
関
西
の
業
界
だ
が
、

こ
の
機
を
発
端
に
勉
強
会
、
講
演
会
な
ど
も
加
え
た
大
小
の

催
し
が
行
わ
れ
、賃
貸
管
理
業
界
は
一
気
に
活
気
づ
き
ま
す
。

　
こ
れ
ら
へ
の
参
加
の
メ
リ
ッ
ト
は
─
。
各
社
と
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
充
実
に
も
繋
が
り
、
ど
れ
だ
け
会
社
に
と
っ
て
貴
重

か
は
長
年
の
経
験
か
ら
み
ん
な
承
知
し
て
い
ま
す
。
だ
か
ら

総
会
を
頂
点
に
地
方
支
部
の
集
ま
り
は
熱
気
に
溢
れ
ま
す
。

「
新
し
い
人
脈
作
り
が
事
業
を
左
右
す
る
」
と
名
刺
交
換
現

場
は
新
鮮
な
空
気
が
流
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
を
演
出
す
る
側
は

か
つ
て
自
分
が
初
出
席
し
た
場
面
を
思
い
出
し
ま
す
。

　
賃
貸
住
宅
業
界
も
歴
史
を
重
ね
、各
社
が
機
会
ご
と
に〝
主

張
〟
で
き
る
演
出
力
を
備
え
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
本
部
総

会
だ
け
で
な
く
地
方
各
支
部
の
集
ま
り
で
も
見
ら
れ
る
傾
向

で
す
。
近
畿
の
各
拠
点
で
実
施
さ
れ
る
新
年
度
へ
の
構
想

発
表
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
注
目
で
す
。

　
一
連
の
、
新
年
度
へ
向
け
て
の
イ
ベ
ン
ト
が
終
了
す
る
と

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
各
支
部
は「
住
環
境
向
上
セ
ミ
ナ
ー
」
の
準

備
へ
。
9月
か
ら
11月

に
か
け
て
各
地
で
一
斉
に
行
わ
れ
ま

す
。
最
近
は
演
出
に
も
そ
れ
ぞ
れ
の
こ
だ
わ
り
が
見
え
、
個

性
が
活
か
さ
れ
演
出
力
で
必
見
の
イ
ベ
ン
ト
に
。
地
域
の
特

性
は
、
講
演
者
選
び
に
も
反
映
。
近
畿
の
各
支
部
で
は
一
般

ユ
ー
ザ
ー
と
接
す
る
場
と
し
て
企
画
力
発
揮
の
機
会
、
業
界

か
ら
一
般
市
民
ま
で
楽
し
み
な
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　
ま
た
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
入
会
促
進
に
つ
な
が
る
と
し
て
各

支
部
は
内
容
を
充
実
、
演
出
に
注
力
し
入
場
者
増
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

今
年
の
目
標
も〝
会
員
増
第
一
〟

〝
数
は
力
〟の
考
え
継
続

　
日
管
協
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
は
新
年
早
々

太
田
卓
利
ブ
ロ
ッ
ク
長
が
「
日
管
き
ん

き
」
紙
面
ト
ッ
プ
に「
魅
力
あ
る
協
会

・
ブ
ロ
ッ
ク
へ
」
と
発
表
。
各
支
部
は

そ
れ
に
沿
っ
て
実
行
力
の
あ
る
組
織
と

し
て
向
上・活

動
中
で
す
。会
員
拡
大
、

人
材
確
保
、
各
支
部
の
集
ま
り
で
こ
れ

ら
の
共
通
し
た
願
望
が
伝
え
ら
れ
ま

す
。
目
下
、
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
の
組
織
再
編
な
ど
へ
の
動
き
が

あ
り
今
夏
頃
に
新
体
制
が
決
ま
り
そ
う
で
す
。

注
目
の
日
管
協
総
会
、新
人
事
に
期
待

　
６
月
９
日（
火
）、
東
京
の
明
治
記
念
館
で
令
和
８
年
度
日

管
協
総
会
が
行
わ
れ
ま
す
。
す
で
に
日
程
、
場
所
な
ど
は
公

表
さ
れ
、
当
日
、
地
元
は
も
ち
ろ
ん
全
国
各
支
部
か
ら
会
員

が
参
加
し
、
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。
前

回
は
ス
ポ
ー
ツ
界
か
ら「
箱
根
駅
伝
の
名
将
」
原
晋
氏
が
ゲ

ス
ト
出
演
し
好
評
で
し
た
。

　
今
回
の
総
会
は
日
管
協
役
員
の
人
事
面
に
関
し
て
注
目
が

集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
先
般
、
築
50
年
の
我
が
家
の
リ
フ
ォ
ー
ム
が
終
わ
り

ま
し
た
。
き
っ
か
け
は
窓
枠
か
ら
の
雨
漏
り
。
こ
の
際
い

っ
そ
の
こ
と
と
言
う
わ
け
で
耐
震
・
断
熱
・
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
と
大
掛
か
り
な
工
事
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
私

事
で
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
が
、
工
事
が
あ
と
ひ
と
月

後
ろ
で
し
た
ら
大
変
な
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
▼
ホ

ル
ム
ズ
海
峡
封
鎖
で
資
材
が
届
か
な
い
・
工
事
費
爆
上
が

り
の
事
態
に
巻
き
込
ま
れ
か
ね
な
い
と
こ
ろ
。
ト
ラ
ン
プ

さ
ん
の“
独
り
相
撲
”が
世
界
を
疲
弊
さ
せ
危
機
を
呼
ぶ
。

重
ね
重
ね
大
変
な
こ
と
で
す
。
１
つ
気
づ
き
が
あ
っ
た
の

は
、
生
活
の
隅
々
ま
で
未
だ
石
油
に
頼
っ
て
い
る
の
か
と

い
う
こ
と
。
脱
オ
イ
ル
は
、
も
は
や
夢
物
語
な
の
か
。

●
イ
ベ
ント
で
経
験
重
ね
る

●
内
容
多
彩
　
各
支
部
で
特
徴

お
知
ら
せ

講
演
会
　
あ
の
人
の
話
を
聞
き
た
い

貴
重
な
機
会
　
成
功
、失
敗
談
人
気

　
業
界
で
成
功
し
た
人
の
話
は
そ
れ
だ
け
で

説
得
力
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
人
が
壇
上
に
立

つ
と
会
場
は
シ
ー
ン
と
な
り
、
張
り
詰
め
た

空
気
が
漂
い
ま
す
。

　
塩
見
紀
昭
会
長
が
繰
り
出
す
話
も
業
界
で

人
気
で
す
。
同
氏
の
行
動
力
は
話
の
魅
力
に

も
通
じ
、
よ
く
考
え
る
と
全
て
に
リ
ア
ル
で

新
鮮
。
と
に
か
く
行
動
力
の
あ
る
人
か
ら
伝

わ
る
話
は
新
鮮
で
参
考
に
な
る
と
好
評
。
あ

る
日
、
業
界
の
集
ま
り
に
塩
見
氏
が
出
席
し

た
。
少
し
遅
れ
て
着
席
。
聞
け
ば
日
管
協
の

仕
事
で
九
州
方
面
に
行
き
、
そ
の
続
き
で
関

西
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
と
言
う
。

　
歴
代
の
総
理
大
臣
の
日
常
活
動
は
新
聞
や
テ
レ
ビ

を
見
る
と
超
多
忙
、
超
強
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
。
日
管

協
の
会
長
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
こ
こ
ま
で
も
行
か
な

い
け
ど
春
～
夏
の
業
界
イ
ベ
ン
ト
が
多
い
時
は
各
支

部
訪
問
な
ど
で
大
多
忙

か
も
し
れ
な
い
。
あ
る

会
場
で
フ
ー
フ
ー
言
い

な
が
ら
着
席
。
そ
の
前

に
「
い
ま
四
国
か
ら
移

動
し
て
き
た
の
で
す
」

と
。
そ
う
し
て
壇
上
で

各
地
の
管
理
業
界
に
つ

い
て
報
告
。そ
の
夕
刻
、

東
京
へ
帰
る
と
か
─
。

上
に
立
つ
人
は
み
ん
な

キ
ツ
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
こ
な
し
て
い
る
の
で

す
。「
私
の
話
を
聞
き
た

い
人
。
そ
の
期
待
に
応

え
た
い
」
と
。

　
行
動
の
中
か
ら
み
ん
な
が
知
り
た
い
話
が
生
ま
れ

る
。「
私
の
話
に
期
待
す
る
と
聞
け
ば
一
つ
で
も
役
立

つ
情
報
を
伝
え
た
い
」
と
張
り
切
り
ま
す
。

人が集まれば何かが生まれる
支
部
の
方
向
性が
伝えられます

日
管
協
の
イ
ベ
ント
会
場

頑
張
る
講
師

魅
力
あ
る
支
部
へ

活
動
す
る
会
員

JPM
 inform

ation
令
和
8
年
（
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年
）
5
月
1
日
V
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日
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き
ん
き
〈
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総
括
契
約

（
家
財
保
険
）

少
額
短
期
保
険

賃
貸
住
宅

修
繕
共
済

•入
居
者
へ
の
価
値
提
供

•新
事
業
・
新
商
品
の
開
発

•会
員
企
業
の
発
展

•地
域
社
会
の
貢
献

•家
財
保
険

•修
理
費
用
保
険

•借
家
人
賠
償
責
任
保
険

•個
人
賠
償
責
任
保
険

•保
険
契
約
者
～
管
理
会
社

•被
保
険
者
～
入
居
者

•掛
金
～
全
額
経
費
計
上
可
能

•国
土
交
通
大
臣
認
可
取
得

入
居
者
・
オ
ー
ナ
ー
様
・
不
動
産
仲
介
・
管
理

会
社
様
に
推
進
す
る
有
益
な
各
種
サ
ー
ビ
ス

会
員
企
業
数
2,000社

総
店
舗
数
3,500店

舗

不
動
産
管
理
会
社
が
保
険

契
約
者
と
な
る
契
約
方
式

の
家
財
保
険

賃
貸
住
宅
の
大
規
模
修
繕

工
事
費
用
の
積
立
制
度

全
管
協
れ
い
わ
損

害
保
険
株
式
会
社

全
国
賃
貸
住
宅

修
繕
住
宅
共
済

協
同
組
合
　

全
管
協
少
額
短
期

保
険
株
式
会
社

お
問
い
合
わ
せ
は

zen
kan

_kan
sai@

ren
tax.co

.jp
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↓
塗
り
足
し

全
管
協

01
02

03
全
国
賃
貸
管
理
ビ
ジ
ネ
ス
協
会

＋
関
連
協
力
企
業
・
団
体

市 民 の 期 待 に 沿 っ て10 月 24 日 （ 土 ） 住 環 境 向

上 セ ミ ナ ー 開 催 へ の 準 備 は

着 々 と 進 め ら れ て い ま す 。 こ

こ に 至 っ て 一 般 か ら の 期 待 の

高 さ は 予 想 以 上 で 、 業 界 の

行 事 を は る か に 通 り 越 し た

存 在 へ 。 期 待 の 高 さ に 応 じ

た 内 容 で と 本 部 か ら 支 部 ま

で テ ー マ の 選 定 や 講 師 の 選 び

方 ま で 緊 張 高 ま る 時 期 で す 。

　 京 都 府 支 部 で は 定 例 会 ご

と に ベ ス ト な 講 師 選 び や テ

ー マ の 選 定 に つ い て 話 し 合

い が 進 め ら れ て い ま す 。 今

年 は A I へ の 挑 戦 が 支 部

の 総 合 的 テ ー マ で 、 そ こ に

何 か を 加 え て 挑 戦 す る タ フ

な 姿 勢 が 見 ら れ ま す 。 〝 前

年 同 様 力 強 く 〞 〝 勉 強 す る

集 団 意 識 〞 は 引 き 継 が れ 、

〝 A I 〞 へ の 年 間 を 通 じ て

の 取 り 組 み が 続 行 さ れ ま

す 。 今 後 の 定 例 会 に お け る

報 告 が 楽 し み で す 。

　 日 管 協 が 主 導 す る 毎 年 恒

例 の 「 住 環 境 向 上 セ ミ ナ

ー 」 。 参 加 し て い る 企 業 の

社 長 に 聞 く と 「 講 師 の 選 び

方 と テ ー マ に 新 鮮 さ が 求 め

ら れ て い る 。 業 界 の 流 れ は

早 く 、 説 得 力 の あ る 予 知 能

力 に 長 け た 人 か ら 話 を 聞 き

た い 」 の 声 。 情 報 の 幅 、 数

な ど ひ と 昔 前 と 比 較 に な ら

な い ほ ど の 現 在 、 聞 く 側 の

環 境 変 化 を 問 題 に せ ず 、 突

出 し た ア イ デ ア や 予 知 能 力

か ら 出 て く る 話 題 提 供 が 待

ち 望 ま れ て い ま す 。 セ ミ ナ

ー も 厳 し い 環 境 を 前 提 に 開

催 さ れ て い き ま す 。

　 京 都 市 民 か ら の 期 待 が 高

ま る 地 元 で の 「 住 環 境 向 上

セ ミ ナ ー 」 。 前 回 参 加 し た

人 の 評 価 は 「 官 ・ 民 両 側 か

ら の 講 師 選 定 は 良 い 企 画

だ 」 「 地 元 行 政 か ら の 話 は

貴 重 。 地 域 の 将 来 が 見 え て

く る 。 こ う い う 場 の 企 画 開

催 は 大 歓 迎 」 と 高 評 価 。 行

政 側 と 一 般 市 民 が 触 れ 合 え

る 機 会 づ く り と し て は 貴 重

な 場 と 見 ら れ て い ま す 。 今

回 も 期 待 は 大 。 定 例 会 で の

ミ ー テ ィ ン グ は 熱 い で す 。

「 京 （ み や こ ） 安 心 住 ま い セ ン タ ー 」

相 談 し や す い 環 境
　 京 都 府 支 部 も 協 力

　 安 心 し て 住 ま い の 相 談 が

で き る 「 京 （ み や こ ） 安 心

住 ま い セ ン タ ー 」 。 京 都 の

中 心 、 四 条 河 原 町 か ら 歩 い

て も 20 分 。 利 便 性 の 良 さ か

ら 市 民 の 利 用 は 多 い 。 公 共

的 な 施 設 な の で 看 板 通 り 市

民 の 頼 れ る 住 宅 相 談 の 場 と

し て 役 立 つ 存 在 で す 。 在 住

の 京 都 市 民 だ け で な く 、 こ

れ か ら 京 都 へ 移 住 し よ う と

し て い る 人 に も 安 心 し て 相

談 で き る 場 所 で す 。

　 場 内 で は 京 都 に 関 し た 資

料 が そ ろ え ら れ 、 こ こ に 来

れ ば 京 都 の 住 宅 事 情 が ほ ぼ

つ か め ま す 。 日 管 協 京 都 府

支 部 も 日 頃 か ら 協 力 関 係 を

続 け て い ま す 。

　 住 宅 を 中 心 に 広 い 範 囲 で

相 談 に 応 じ て く れ る 場 所 と

し て ほ ぼ 市 民 間 に 認 知 さ れ

て い ま す 。 こ の 中 で 管 理 に

関 し た 専 門 分 野 で は 時 に 京

都 府 支 部 の 出 番 も あ り ま

す 。 主 な 相 談 に は ● 近 隣 と

の 住 宅 ト ラ ブ ル ● 住 ま い 探

し や リ フ ォ ー ム に つ い て ●

信 頼 で

き る 地

元 事 業

者 の 紹

介 。 京

都 市 の

補 助 金

な ど の

案 内 。 あ ら ゆ る 住 宅 に 関 す

る こ と の 全 て の 相 談 。 京 （ み

や こ ） 安 心 住 ま い セ ン タ ー

（ 京 都 市 住 宅 供 給 公 社 ） ▼

電 話 ０ ７ ５ ・ ７ ４ ４ ・ １ ６

７ ０ （ 午 前 ９ 時 30 分 か ら 午

後 ５ 時 ま で ） ▼ 休 館 日 　 水

曜 日 ・ 祝 日 ・ 第 ３ 火 曜 日 及

び 年 末 年 始 ▼ 住 所 　 〒 ６ ０

０ ― ８ １ ２ ７ 京 都 市 下 京 区

西 木 屋 町 通 上 ノ 口 上 る 梅 湊

町 83 番 地 の １ （ 河 原 町 五 条

下 る 東 側 ） 「 ひ と ・ ま ち 交

流 館 京 都 」 地 下 １ 階

〝
情
報
〟飛
び
交
う
場
所

参
加
し
て
よ
か
っ
た
の
声

　
京
都
府
支
部
の
活
動
は
い
つ
も
活
気
が
あ
り

ま
す
。
定
例
会
に
は
若
い
会
員
の
参
加
が
見
ら

れ
、
新
鮮
さ
で
会
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。「
私

が
支
部
長
就
任
以
来
、
支
部
活
動
の
現
場
は
ビ

ジ
ネ
ス
の
原
点
で
も
あ
り
、
情
報
が
飛
び
交
う

場
所
」
だ
と
。
主
役
に
も
な
れ
、
自
己
主
張
を

発
揮
で
き
る
ス
テ
ー
ジ
で
も
あ
り
ま
す
。
立
派
な

業
界
人
を
創
る
場
所
と
し
て
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ

が
主
役
の
気
持
ち
。
後
で
「
あ
の
人
の
話
は
会
社
に
持
ち

帰
っ
て
活
か
し
た
い
」
な
ど
と
会
場
か
ら
聞
け
ま
し
た
。

　
人
が
集
ま
る
。
人
が
話
す
。
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な

人
々
が
会
話
す
る
。
貴
重
な
場
面
、
場
所
。
こ
こ
で
参

加
者
が
何
を
得
、
活
か
せ
る
か
─

　
安
田
支
部
長
は「
最
近
の
会
合
に
は
若
い
社
員
の
参

加
が
目
立
っ
て
い
ま
す
」。
そ
こ
か
ら
は「
話
し
合
う
現
場

に
は
説
得
力
あ
り
、
出
席
へ
の
効
果
は
大
き
い
。
他
を
知

る
好
機
会
に
」。
ま
た
、
参
加

の
当
人
か
ら
は「
関
心
の
薄

か
っ
た
仕
事
上
の
こ
と
も
改
め

て
聞
く
と
新
鮮
で
や
る
気
に

つ
な
が
っ
た
」
と
。
若
手
か

ら
の
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
は
会

の
活
性
へ
つ
な
が
り
ま
す
。

み ん な が 主 役 の 気 分 で

〝 前 向 き な 考 え 〞 活 か し て

　
京
都
府
支
部
は
運
営
の
基
本
と
し
て
定
例
会
重
視
の
路
線
を
継
続
し
て
い
ま
す
。
み
ん
な
の
声
を
活
か
す

こ
と
に
変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
。
各
担
当
は
日
常
か
ら
意
見
や
提
案
で
問
題
意
識
を
持
続
さ
せ
て
い
ま
す
。
中

心
に
あ
る
の
は〝
官
民
一
体
〟の
路
線
。
定
例
会
時
に
行
政
側
の
話
を
聞
く
機
会
は
今
後
も
増
え
そ
う
で
す
。

注
目
‼
 住
関
連
イ
ベ
ン
ト

知
名
度
抜
群「
住
環
境
向
上
セ
ミ
ナ
ー
」

●
恒
例
行
事
と
し
て
定
着

●
地
元
行
政
も
協
力
　
　

京 都 府 支 部 　 今 年 も 全 員 参 加 型 で
若
手
の
参
加
目
立
つ

安
田
栄
慈
支
部
長

開
催
へ
熱
い
ミ
ー
テ
ィン
グ

活
発
、交
流
の
場

新
鮮・
活
発
な
意
見
交
換

主
張
す
る
現
場

　
京
都
府
支
部
の
集
ま
り
は
い
つ
も

緊
張
感
で
溢
れ
て
い
ま
す
。
近
年
、

会
員
か
ら「
支
部
活
動
で
得
た
も
の

は
多
い
」
と
い
う
評
価
が
増
え
て
い

る
の
で
す
。
こ
れ
こ
そ
入
会
促
進
へ

の
決
め
手
に
し
た
い
で
す
。
一
般
に

地
元
の
行
政
か
ら
リ
ア
ル
な
都
市
活

性
方
針
を
聞
け
る
機
会
な
ど
は
多
く

な
く
、
市
民
も
行
政
か
ら
新
鮮
さ
の
加
わ
っ
た

都
市
政
策
に
強
い
関
心
を
示
し
て
い
ま
す
。
そ

い
う
い
意
味
か
ら
も
、
支
部
が
開
く
行
政
参
加

の
講
演
は
人
気
で
す
。
と
い
う
よ
り
、
最
新
の

住
宅
政
策
が
聞
け
る
機
会
な
ど
少
な
く
、
市

民
期
待
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　「
あ
れ
も
知
り
た
い
、
こ
れ
も
知
り
た
い
」

―
漫
画
の
名
言
で
は
な
い
が
、
従
来
、
支

部
が
開
催
し
た
講

演
会
は
、
ほ
と
ん

ど
が
好
成
績
で
、

「
参
考
に
な
り
ま
し

た
」
の
声
は
、
支

部
の
励
み
に
十
分

な
り
ま
す
。

イ
ベ
ント
は
い
つ
も
活
況

● 会 員 増 加 へ 全 力
　
● 部 会 の 有 効 活 動

　 日 管 協 京 都 府 支 部 は 〝 新

会 員 加 入 促 進 〞 へ 全 員 で 入

会 活 動 を し て い ま す 。 広 報

紙 に も 〝 会 員 募 集 〞 を 公 表 、

会 員 そ れ ぞ れ に 入 会 促 進 へ

動 い て い ま す 。 〝 プ ロ の 管

理 業 務 を 徹 底 サ ポ ー ト 〞 と

P R 中 で す 。

　 〝 会 員 増 加 〞 が 目 下 最 大

の 目 標 。 支 部 の 活 動 を 盛 り

上 げ る 定 例 会 で は い つ も 主

テ ー マ に な っ て い ま す 。

　 支 部 活 動 を リ ー ド す る 部

会 。 新 年 度 へ の 役 員 発 表 が

近 づ く ま で 従 来 通 り の 体 制

を 続 行 。 新 年 度 へ 向 け て 大

き な 変 化 は な さ そ う で す 。

こ れ ま で の 役 員 は 次 の 通 り

で す 。

（ 次 号 で 新 人 事 発 表 ）

支 部 力 上 昇 へ 全 員 で

　 ● 支 部 長 　 安 田 栄 慈 ● 副

支 部 長 （ 筆 頭 ） 　 若 林 基 道

（ 支 部 長 補 佐 ） ● 副 支 部 長

　 石 本 浩 治 （ 行 政 連 携 ・ 他

団 体 推 進 部 会 担 当 ） 、 井 上

大 介 （ 広 報 ・ 会 員 拡 大 部 会

担 当 ） 、 松 岡 英 樹 （ 企 画 ・

研 修 部 会 担 当 ） ● 事 務 局 局

長 　 久 保 勝 哉 ● 副 事 務 局 長

　 杉 村 元 嗣 、 上 野 浩 之 、 井

上 淳 志 ● 会 計 　 櫻 井 啓 孝

　 【 企 画 ・ 研 修 部 会 】 部 会

長 　 松 岡 英 樹 ▽ 副 部 会 長 　

奥 野 雅 裕 、 小 川 雅 敬 、 前 田

尚 、 土 井 ま な ぶ 【 広 報 ・ 会

員 拡 大 推 進 部 会 】 部 会 長 　

田 中 健 敏 ▽ 副 部 会 長 　 中 村

康 行 、 清 水 剛 弘 、 石 川 武 、

前 田 尚 （ 企 画 ・ 研 修 部 会 兼

任 ） 【 行 政 連 携 ・ 他 団 体 推

進 部 会 】 部 会 長 　 藤 田 幹 人

▽ 副 部 会 長 　 橋 本 浩 和 、 青

山 秀 樹 【 空 き 家 等 対 策 推 進

委 員 会 】 委 員 長 　 藤 田 幹 人

【 管 理 業 務 支 援 部 会 】 部 会

長 　 柴 田 英 生 ▽ 副 部 会 長 　

澁 谷 那 愛 、 井 上 康 平 、 富 沢

雅 史 （ ＝ 以 上 、 敬 称 略 ）

安
心
し
て
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談
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き
る
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実
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　 前 を 向 き 、 止 ま ら な い 京 都 府 支 部 。

本 格 的 な 活 動 の シ ー ズ ン を 迎 え 、 秋 を

中 心 に し た イ ベ ン ト の 構 成 に つ い て 検

討 が 始 ま り ま し た 。 部 会 ご と に 役 割 が

あ り 、 支 部 活 動 が 最 高 に 盛 り 上 が る の

は 夏 か ら 秋 に か け て で す 。

　 支 部 活 動 の 中 心 は 「 住 環 境 向 上 セ ミ

ナ ー 」 開 催 へ の 準 備 で す 。 オ ン ラ イ ン

同 時 開 催 も 加 わ り 地 元 で の 反 響 は 大 き

く な る 一 方 で す 。 責 任 も や り が い も 増

え 、 地 元 自 治 体 も 開 催 に は 全 面 的 に 協

力 。 毎 回 、 講 師 の 派 遣 な ど 参 加 に は 意

欲 的 で す 。 官 民 一 体 、 京 都 を 代 表 す る

イ ベ ン ト と し て 昇 格 で す 。

　 「 住 環 境 向 上 セ ミ ナ ー 」 は 京 都 の 住

宅 関 連 分 野 で 突 出 し た 市 民 期 待 の イ ベ

ン ト に な っ て い ま す 。 そ れ だ け に 京 都

府 支 部 は ① さ ら に 新 し さ を 加 え る ② 魅

力 的 な テ ー マ と 講 師 ③ 参 加 者 に 「 来 年

も 参 加 し た い 」 と い う 思 い を 伝 え る ④

日 管 協 京 都 府 支 部 へ の 認 知 ⑤ 行 政 〜 市

民 ま で 強 く ア ピ ー ル 。 セ ミ ナ ー は 行 政

楽 し み と 勉 強 の 場 発 見 ・ 確 認

進 化 す る オ ー ナ ー セ ミ ナ ー

　 日 管 協 近 畿 ブ ロ ッ ク ６ 府

県 支 部 が ア イ デ ア を 競 っ て

開 く 「 住 環 境 向 上 セ ミ ナ

ー 」 。 京 都 府 支 部 で は 早 く

も 各 役 員 が 集 ま っ て 内 容 充

実 へ 向 け た 意 見 交 換 が 行 わ

れ て い ま す 。 支 部 は 実 績 を

踏 ま え 、 さ ら に 新 企 画 で 開

催 し よ う と 準 備 中 。

　 開 催 会 場 に 大 き な 変 化 は

予 測 さ れ な い が 、 一 般 市 民

が 訪 れ や す い 交 通 便 の い い

と こ ろ は 共 通 し て い る よ う

で す 。 （ 前 回 は 京 都 経 済 セ

ン タ ー ）

　 昨 年 の 京 都 府 支 部 は 京 都

の 中 心 地 四 条 烏 丸 。 他 府 県

の 人 も こ こ な ら 利 便 性 第

一 。 こ の イ ベ ン ト は 京 都 府

支 部 の 存 在 を ア ピ ー ル す る

最 高 の 機 会 。 支 部 が 力 を 入

れ る の も 当 然 で 、 そ の 日 の

講 演 テ ー マ 、 講 師 へ の 期 待

は 高 ま り ま す 。

　 〝 魅 力 あ る 機 会 〞 へ は 各

支 部 共 通 の 願 い で す 。 日 管

協 活 動 で も 歴 史 と 定 評 の あ

る 京 都 府 支 部 の 企 画 ・ 演 出

力 は 市 民 も 楽 し み に し て い

ま す 。 旬 の 話 題 に こ そ 来 場

者 は 反 応 し ま す 。 良 い 結 果

を 求 め て 支 部 長 以 下 各 役 員

も テ ー マ 講 師 に は 慎 重 を 期

し 、 連 日 会 議 を 開 き 、 業 界

は も ち ろ ん 京 都 市 民 か ら 注

目 の イ ベ ン ト に な る よ う 準

備 は 着 々 進 行 中 。

　 「 毎 年 、 東 京 ま で 行 き ま

す 」 と 、 「 日 管 協 フ ォ ー ラ

ム 」 へ の 参 加 を 語 る 熱 心 な

オ ー ナ ー も い ま す 。

　 一 般 市 民 と 日 管 協 、 賃 貸

住 宅 管 理 会 社 が 交 わ る イ ベ

ン ト 。 何 回 か の 開 催 歴 史 を

通 じ て 業 界 へ の 関 心 度 は 高

ま っ て い ま す 。 京 都 府 支 部

で は ① 市 民 が 楽 し み に し て

い る ② 地 元 の 府 や 市 の 街 づ

く り 担 当 者 が 直 接 市 民 に 問

い 掛 け る 場 ③ 日 管 協 京 都 府

支 部 の 支 部 長 を 知

り 支 部 活 動 を 認 識

④ 支 部 の 存 在 を ア

ピ ー ル 出 来 る チ ャ

ン ス │ な ど 市 民 と

日 管 協 を 結 ぶ 機 会

で す 。

〜 市 民 〜 日 管 協 を 結 ぶ 絆 と

し て の 存 在 へ 。

　 季 節 が 来 る た び に 催 さ れ

る イ ベ ン ト と し て 地 元 と 一

体 ・ 完 全 定 着 し 、 認 知 度 は

高 く 「 賃 貸 住 宅 フ ェ ア の

秋 」 と し て 知 ら れ て い ま

す 。 毎 回 会 場 で は 「 来 年 も

見 に 来 た い 」 「 こ う い う 企 画

の 講 演 会 は 貴 重 」 「 お 役 所

の 都 市 づ く り が よ く 理 解 で

き る 」 「 役 所 の 担 当 者 と フ ェ

イ ス 対 応 の 場 も 」 な ど 期 待

の 声 が 集 ま っ て い ま す 。

　 京 都 府 支 部 は 「 暮 ら し や

す い 京 都 、 安 心 で き る 住 環

境 」 形 成 と い う メ イ ン テ ー

マ を 念 頭 に 参 加 し た 人 が ほ

ぼ 満 足 す る 構 成 を 目 指 し ま

す 。 会 場 も 京 都 を 代 表 す る

四 条 烏 丸 駅 か ら す ぐ と い う

場 所 。 開 催 場 所 と し て は 一

等 地 と 言 え ま す 。 何 も か も

好 条 件 の 中 、 前 回 同 様 に 〝 来

場 者 満 足 〞 の 場 面 が 十 分 に

期 待 さ れ ま す 。

　
日
管
協
京
都
府
支
部
は
今
年
度
の
ス
タ
ー
ト
を
機
に
さ
ら
に
新
し

い
課
題
・
視
点
を
増
加
。
地
元
市
民
か
ら
行
政
に
至
る
ま
で
に
信
頼

さ
れ
る
中
で
京
都
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よ
り
良
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住
環
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活
動
中
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す
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市
民
と
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着
す
る
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と
し
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す
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市 民 〜 行 政 〜 支 部 の ラ イ ン
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四
条
烏
丸
は
京
都
の
中
心

セ
ミ
ナ
ー
会
場
の
講
師

成
功
へ
の
会
議

開
催
場
所

日
管
協
　
京
都
府
支
部
　
２
０
２
６
年
の
動
き

活 発 な 会 員 活 動 続 く

出 会 え る 機 会 づ く り へ

　 日 管 協 の 会 員 活 動 は 活 発

で す 。 東 京 で 開 く 本 部 主 催

の セ ミ ナ ー に は 近 畿 ブ ロ ッ

ク か ら 大 勢 の 会 員 が 訪 れ 参

加 し ま す 。 会 場 で は 「 熱 心

で す ね 」 「 こ の テ ー マ の 講 演

は 参 考 に な っ た 」 「 市 街 地

再 開 発 の 現 場 も 見 学 し ま

す 」 「 他 社 の ト ッ プ と 面 談

し ま す 」 「 セ ミ ナ ー も 以 前

と 比 較 し て テ ー マ の 選 び

方 、 講 師 の 選 定 が 良 く な っ

た 」 「 日 管 協 も 歴 史 を 踏 ま

え て い る 」 。 こ の よ う に 日 管

協 主 催 の セ ミ ナ ー は 人 気 ・

信 頼 性 と も に か な り 〝 良 い

線 〞 を 行 っ て い ま す 。 特 に

若 手 社 員 ら は 参 加 し 、 人 と

会 う 、 感 じ る 。 こ れ が 大 き

い と 。 や は り 現 場 か ら は 何

か が 伝 わ る よ う で 〝 肌 で 感

じ る 〞 こ と に は 変 わ

り は な い よ う で す 。

　 関 西 で は 秋 に 賃 貸

住 宅 新 聞 社 主 催 の 毎

年 恒 例 「 賃 貸 住 宅 フ

ェ ア 」 が 行 わ れ る が

日 管 協 会 員 も 大 勢 が

訪 れ ま す 。 こ こ で は 市 場 の

大 き な 流 れ を 読 み 取 れ る と

同 時 に 各 ブ ー ス を 訪 れ て 出

展 側 と 会 話 し た り 得 る と こ

ろ は 多 い と 定 評 で す 。 会 社

の ト ッ プ な ど 重 要 な 仕 事 を

任 さ れ て い る 人 材 と 接 す る

場 と し て 貴 重 で す 。 〝 フ ェ

ア 〞 は ビ ジ ネ ス 展 開 上 も 重

要 な 場 所 で 「 会 場 に 行 け ば

会 え る 、 話 す 機 会 も あ る 」

と 。 情 報 収 集 は 発 達 し 、 机

上 で も 十 分 な 環 境 。 だ が 、

人 と 人 と の 会 話 、 現 場 で 生

の 声 交 換 効 果 は 想 像 以 上 と

言 い ま す 。 さ あ 、 現 場 へ 出

掛 け 、 あ の ト ッ プ と 話 せ ば

何 か が 生 ま れ る と わ か り 、

他 支 部 主 催 の セ ミ ナ ー に

も 、 本 部 の あ る 首 都 圏 へ も

出 掛 け ま し ょ う 。貴
重
な
出
会
え
る
場
所

ビ
ジ
ネ
ス
の
場
に
も

聞 き 込 み 情 報

■情 報 の 選 び 方 、 場 所 、 人

　 賃 貸 住 宅 経 営 者 は 、 い つ

も 経 営 に 活 か せ る 情 報 の 収

集 に 積 極 的 で す 。 大 型 書 店

の 専 門 コ ー ナ ー で 本 を 読 ん

で い る オ ー ナ ー を 発 見 。「 こ

の 仕 事 の 第 一 は 日 々 の 勉

強 、 住 宅 環 境 に 関 し た あ ら

ゆ る 分 野 を 知 る こ と が 基

本 」 と 話 し て い ま し た 。 セ

ミ ナ ー 参 加 だ け で は 不 十

分 。 入 居 者 は さ ま ざ ま 、 そ

れ に 対 応 す る に は 「 社 会 の

動 き を 直 視 。 新 刊 本 に も 注

目 」 と │ 。

今 後 の 主 な 支 部 ス ケ ジ ュ ー ル

○ 支 部 総 会 ＝ 5 月 26 日

（ 火 ） 「 ホ テ ル オ ー ク ラ 京

都 」 （ 総 会 ・ 懇 親 会 ）

○ 支 部 ゴ ル フ コ ン ペ ＝ 6 月

17 日 （ 水 ） セ ン チ ュ リ ー ゴ

ル フ ク ラ ブ 。

○ ベ ン チ マ ー ク ＝ 8 月 25 日

（ 火 ） 〜 26 日 （ 水 ）

○ 会 員 拡 大 全 支 部 参 加

視
点

法
の

（
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 顧
問
弁
護
士
　
田
中
　
伸

イン
ター
ネッ
ト使
用に
つい
ての
契約
前の
説明

イ
ン
タ
ー
ネ
ット
使
用
に
つ
い
て
の
説
明
に
は
、注
意
が
必
要
で
す
。

例
え
ば「
イ
ン
タ
ー
ネ
ット
無
料
」の
よ
う
な
広
告
だ
と
、入
居
者
は
、イ

ン
タ
ー
ネ
ット
を
全
く
の
無
料
で
使
え
る
と
考
え
て
し
ま
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
実
際
に
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
設
備
が
あ
っ
て
も
、

プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
契
約
を
し
、そ
の
料
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
、イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
え
な
い
場
合
等
が
あ
り
ま
す
。

事
前
に
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
用
す
る
の
に
料
金
ま
た
は
負

担
が
か
か
る
こ
と
を
説
明
し
な
け
れ
ば
、宅
建
業
法
違
反
を
問
わ

れ
る
余
地
が
あ
り
、場
合
に
よ
っ
て
は
、
重
要
事
項
説
明
義
務
違

反
と
し
て
行
政
処
分
の
対
象
、あ
る
い
は
賃
貸
借
契
約
の
取
消
し

等
の
民
事
上
の
問
題
に
発
展
す
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
現
代
社
会
で
生
活
に
欠
か
せ
な
い
付
帯

設
備
で
あ
り
、
電
気
・
ガ
ス
・
水
道
に
準
ず
る
イ
ン
フ
ラ
と
も
考
え

ら
れ
ま
す
。そ
の
使
用
条
件
や
料
金
等
の
負
担
は
重
大
な
不
利
益

事
項
と
な
り
う
る
た
め
、仲
介
会
社
・
賃
貸
人
に
は
、
契
約
前
に
入

居
者
に
対
し
て
正
確
な
情
報
提
供
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
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